職種：表面処理　　職務：後処理

【概要】

　後処理とは、表面処理後に色付けや耐食性・耐汚染性などを高めるために、品物に化学的あるいは電気的な処理を行う仕事である。

【仕事の内容】

後処理は、品物の色付けや封孔処理を職務とし、以下の業務を実施する。

1 封孔処理：耐食性や耐汚染性を高めるために、加圧蒸気や沸騰水中で処理するこ

とにより陽極酸化皮膜の細孔を塞ぐ作業である。

2 湯　　洗：洗浄の強化や水和反応による材料表面の不活性化、乾燥の促進などを

目的として、加熱した水を用いて洗浄を行う。

3 塗　　装：装飾性・意匠性・耐食性及び耐汚染性を高めるために、化成皮膜や陽
極酸化皮膜の上に塗装を行う。塗装方法としては、電解塗装・静電塗装・粉体塗装等がある。
4 電解着色：金属塩溶液中で、二次電解着色を行う。

5 染　　色：陽極酸化皮膜の多孔性を利用し、その皮膜に染料を吸着させ着色する。

6 印　　刷：表面処理後の品物に対して、インクをつけた版面により文字や図形な

どの印刷を行う。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経歴者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 技能検定（アルミニウム陽極酸化処理）の資格（１級、２級）の取得により技能が社内で認められ地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 後処理において必要とされる資質は、アルミニウム陽極酸化処理に関する興味や関心を持っていること、また、技能向上への意欲を持っていることなどがあげられる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

アルミニウム陽極酸化処理（１級・２級）

· アルミニウム表面処理通信教育講座〔軽金属製品協会〕

　　皮膜品質評価コース、硬質コース、陽極酸化処理コース

· 特定化学物質等作業主任者、有機溶剤作業主任者、公害防止管理者、毒物劇物取扱責任者等の労働安全衛生面に係る資格

· 危険物取扱者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０４１　金属製錬・材料技術者

　　０４２　化学技術者

５５６　めっき工
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